
高　P　連　だ　よ　り〈1〉 平成 30 年３月 14 日 号外（新会員の皆様へ）

　

こ
の
度
は
お

子
さ
ま
の
高
等

学
校
ご
入
学
、

誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様

に
も
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
お
子
さ
ま
の
成
長
過
程

の
中
で
「
な
ぜ
勉
強
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
？
」
と
い
う
質
問
を
受

け
、
答
え
に
困
っ
た
保
護
者
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
「W

hy Japanese people!?

」
の

セ
リ
フ
で
お
な
じ
み
の
芸
人　

厚

切
り
ジ
ェ
イ
ソ
ン
さ
ん
が
著
書
の

中
で
わ
か
り
易
く
助
言
を
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
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義
務
教
育
を
終
え
て
高
等
学
校

で
学
ぶ
に
あ
た
り
、
改
め
て
こ
の

よ
う
な
場
面
も
あ
る
こ
と
か
と
思

い
ま
す
。
手
を
掛
け
る
子
育
て
か

ら
見
守
る
子
育
て
へ
移
行
し
、
保

護
者
と
し
て
は
忍
耐
力
が
試
さ
れ

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
過
ぎ
て

し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
卒
業

を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
は
、
将
来

の
進
路
に
向
け
て
様
々
な
悩
み
事

を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
言
葉
が
お
子
さ
ま

の
救
い
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
ど

も
県
高
Ｐ
連
は
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
お
子
さ
ま
の
高
校
生
活
が

よ
り
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び

は
、
お
子
様
の

高
等
学
校
へ
の

ご
入
学
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の

お
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
そ
し
て
、
お
子
様
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
高
校
生
活
へ
の
期
待
に

大
き
く
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
お
ら
れ
る

こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
は
、
平
成
28
年
2

月
に
策
定
し
た
「
あ
い
ち
の
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」
に
基
づ
き
、「
自

ら
を
高
め
る
こ
と
」
と
「
社
会
に
役

立
つ
こ
と
」
を
基
本
的
視
点
と
し
た

「
あ
い
ち
の
人
間
像
」
の
実
現
に
向

け
た
教
育
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
、
子
ど
も
達
を
と
り
ま
く
社
会

は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る

情
報
通
信
技
術
の
進
展
や
、
社
会
・

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
超
高
齢

社
会
の
進
行
な
ど
、
か
つ
て
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
は
、
自

ら
の
力
を
社
会
に
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
新
し
い
知
識
や
情
報
・

技
術
を
常
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
高
校
時
代
は
、
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
に

悩
む
多
感
な
時
期
で
あ
り
、
自
分
の

将
来
や
人
生
に
つ
い
て
深
く
考
え
、

卒
業
後
の
進
路
を
自
ら
の
力
で
選
び

取
る
大
切
な
時
期
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
中
学
時
代
に
比
べ
、
広
い
世
界

を
知
り
、
様
々
な
人
に
も
出
会
い
、

多
く
の
体
験
を
積
む
こ
と
に
も
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
お
子
様
が
、
こ
の

よ
う
な
高
校
生
活
を
通
し
て
、
大
人

へ
と
心
豊
か
に
頼
も
し
く
成
長
し
て

い
く
な
か
で
、
家
庭
は
、
と
て
も
大

切
な
、
安
心
で
き
る
居
場
所
と
な
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
そ
の
育
ち
を
温
か

く
見
守
り
、
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
及
び
学
校
へ
の
支
援
や
地

域
の
教
育
力
向
上
へ
の
お
力
添
え
を

お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の

お
子
様
の
高
校
生
活
が
実
り
多
く
豊

か
な
も
の
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。
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◆事務局◆
名古屋市中区新栄一丁目49番10号

愛知県教育会館６階
TEL：〈052〉261－5886
FAX：〈052〉241－7048

【印　刷】
手島印刷株式会社
TEL：〈052〉522－1635
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地区名 担当校 年月日 会　場 参加人員 時 間 概　　　　　　　要
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旭　丘 H30.１.26
（金） ルブラ王山 120人

13：50

～

16：00

活動発表：旭丘高校
講演：「水族館から学べること」

竹島水族館館長　　小林　龍二
�Ê�Æ

松　蔭 H30.１.19
（金） 中村文化小劇場 270人

13：00

～

15：35

活動発表：南陽高校、天白高校
講演：「子供の生きる力を育む子育て術」
株式会社ハグニケーションズ　代表取締役　　高木さと子


Œ�f

瀬戸西 H30.１.26
（金） 尾張旭市文化会館 300人

13：30

～

16：25

活動発表：瀬戸高校、春日井商業高校
講演：「子供を叱れない大人たちへ」

落語家・法務省少年院面接委員　　桂　　才賀

Œ

�y
�Á 美　和 H29.５.10

（水） 稲沢市民会館 400人
14：00

～

16：00

講演：「子供を叱れない大人たちへ」
落語家・法務省少年院面接委員　　桂　　才賀

�Œ
�y
�� 阿久比 H29.10.24

（火） 知多市勤労文化会館 357人
14：00

～

16：40

講演：「命の授業」～静かなる躾～
株式会社ティア代表取締役社長　　冨安　徳久


b�~�O 鶴城丘 H29.６.１
（木） 西尾勤労会館 56人

13：55

～

16：05
活動発表：鶴城丘高校、各校

幸　田 H29.11.８
（水） 岡崎市シビックセンター 220人

14：00

～

16：20

講演：「折れない心の育て方」
　　　　～自己肯定感・他者信頼感を高める動機付け～

株式会社エスケイケイ代表取締役社長　　麓　聡一郎

�f�~�O

豊　丘

H29.５.15
（月） ホテルアークリッシュ豊橋 120人

講演：「ＳＮＳの光と影」
愛知県総合教育センター情報教育部情報研究室
研究指導主事　　安藤　学、富安　伸之

H29.11.７
（火） ライフポートとよはし 294人

13：00

～

15：05

講演：「  被災地の教育現場から～子供を守り、
　　輝かせるために～」

認定ＮＰＯ法人カタリバ　女川尚学館　　佐藤　敏郎

　平成29年度に実施された県内各地区の活動状況は下記の表のとおりです。
　毎年各地区においては、多くの会員の参加を得て、講演会、研究発表、シンポジウム等の内容で
地区内の会員の親睦を図り、各単位ＰＴＡの活動状況を見直し、会員相互の意思疎通の場として、
盛大に開催されております。
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高　P　連　だ　よ　り〈2〉 平成 30 年３月 14 日 号外（新会員の皆様へ）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

愛
知
県
一
宮
市
出

身
。名
古
屋
音
楽
大
学
・

同
大
学
院
音
楽
研
究
科

修
了
。
高
校
入
学
と

同
時
に
ハ
ー
プ
を
習
い

始
め
る
。
平
成
29
年
３

月
よ
り
、『
着
物
を
纏

い
、
ハ
ー
プ
を
演
奏
す

る
日
本
で
唯
一
の
ハ
ー

プ
演
奏
家
、
和
装
ハ
ー

ピ
ス
ト＜

綾＞

』
と
し

て
、
出
張
コ
ン
サ
ー
ト

を
専
門
に
演
奏
活
動
を

展
開
。新
聞
や
ラ
ジ
オ
、

Ｔ
Ｖ
番
組
等
に
も
取
材

さ
れ
、
注
目
を
集
め
て

い
る
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
和
装
ハ
ー
ピ
ス
ト

＜

綾＞

と
い
う
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
こ

の
道
の
第
一
人
者
に
な

る
。」
こ
れ
は
、
私
の

目
標
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

愛
知
県
名
古
屋
市
出

身
。
国
士
舘
大
学
体
育

学
部
体
育
学
科
卒
業
。

愛
知
県
立
一
宮
工
業
高

等
学
校
保
健
体
育
科
教

諭
。
高
校
時
代
か
ら
レ

ス
リ
ン
グ
を
始
め
、
大

学
時
代
に
は
、
国
際
大

会
出
場
経
験
が
あ
る
。

大
学
卒
業
後
は
愛
知
県

立
高
校
の
教
諭
と
な
り

後
身
の
育
成
に
あ
た

る
。
ま
た
、
国
内
Ａ
級

審
判
員
の
資
格
を
取
得

し
、
日
本
の
主
要
大
会

の
審
判
員
を
担
っ
て
い

る
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に

な
り
た
い
」
こ
れ
が
少

年
の
頃
の
夢
で
し
た
。

夢
を
叶
え
た
い
と
い
う

一
心
で
高
校
、
大
学
と

レ
ス
リ
ン
グ
に
没
頭
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時

　

着
物
で
の

演
奏
を
始

め
る
き
っ
か

け
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽

を
通
じ
て
、

西
洋
の
文
化

や
歴
史
、
伝

統
、
人
々
の

暮
ら
し
に
触

れ
る
折
、
ふ

と
、
日
本
の

そ
れ
ら
と
自

分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
顧
み

た
と
き
で
し
た
。
着
物
（
日
本
の

誇
り
）
を
纏
う
こ
と
で
、
新
し
い

和
洋
折
衷
と
し
て
表
現
し
て
み
た

い
、
と
思
っ
た
の
で
す
。
折
り
し

も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
き
、
訪
日
客
が

増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

世
界
か
ら
も
日
本
が
注
視
さ
れ
て

い
る
昨
今
、
日
本
人
と
し
て
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
と
て
も
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

に
「
愛
知
の
レ
ス
リ
ン
グ
」
発
展

の
為
に
何
か
貢
献
は
で
き
な
い
か
、

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
、
愛
知
県
立
高
校

の
教
員
と
し
て
職
務
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

教
員
と
し
て
務
め
始
め
て
す
ぐ

に
「
審
判
長
を
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
レ

ス
リ
ン
グ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
ご
と
に
、
目
ま
ぐ

る
し
く
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ

ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
改
正
を

い
ち
早
く
身
に
つ
け
、「
愛
知

の
選
手
を
ル
ー
ル
に
適
応
さ

せ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
が
私

に
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

私
が
愛
知
県
の
審
判
長
に

就
任
し
て
、
９
年
目
に
な
り

ま
す
。
審
判
員
と
し
て
大
会

に
従
事
す
る
う
ち
に
、
審
判

技
術
が
認
め
ら
れ
全
日
本
選

手
権
を
含
め
、
日
本
の
主
要

大
会
の
審
判
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年

　

そ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
、
ハ
ー

プ
の
魅
力
を
発
信
す
る
の
と
同
時

に
、
着
物
の
魅
力
、
ひ
い
て
は
日

本
の
伝
統
の
美
し
さ
、
素
晴
ら
し

さ
も
伝
え
、
海
外
の
方
は
も
と
よ

り
、
日
本
の
方
に
も
再
認
識
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
私
な
ら
で
は
の

コ
ン
サ
ー
ト
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
活

動
の
幅
を
広
げ
、
和
装
ハ
ー
ピ
ス

ト＜

綾＞

の
枠
を
超
え
、
進
化
し

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

度
は
、
国
際
審
判
員
の
資
格
取
得

の
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
改
正
が
目
ま
ぐ
る
し
い

レ
ス
リ
ン
グ
界
に
お
い
て
、
国
際

審
判
員
の
資
格
を
取
得
し
、
愛
知

県
に
い
ち
早
く
世
界
の
ル
ー
ル
を

伝
達
し
、「
愛
知
の
レ
ス
リ
ン
グ
」

発
展
の
た
め
一
翼
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨年12月に審判員として参加した全日本選手権大会時に同大会で第３位に入賞した教え子と。

平成11年度 愛知県立熱田高等学校卒業
小 塚 　 英 晃

平成12年度 愛知県立一宮北高等学校卒業
久 野 　 綾 子愛 知 の 若 者

　

各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
加
入
す
る
保
護

者
の
皆
様
に
は
、
愛
知
県
公
立
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（「
愛
知
県
高
Ｐ
連
」）

に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

組
織
と
活
動
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
員

　

  

愛
知
県
の
公
立
高
等
学
校
及
び
特
別

支
援
学
校
（
名
古
屋
市
立
除
く
）
合

わ
せ
て
180
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
加
入

す
る
組
織
で
す
。
会
員
数
は
約
13
万

人
余
で
す
。

●
目
的
と
事
業

　

  

会
員
相
互
の
連
携
と
協
力
を
図
り
、

教
育
の
振
興
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
次
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

⑴  

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
研
究
・
調
査
及
び
連

絡
調
整

⑵  

会
員
の
研
修

⑶  

教
育
環
境
の
整
備
促
進

⑷  

児
童
生
徒
の
安
全
・
健
康
と
福
祉
の

増
進

⑸  

広
報
誌
「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」
の
発
行

⑹
地
区
研
修
会
の
実
施

●
会
費
（
１
人
年
額
・
円
）

●  
愛
知
県
高
Ｐ
連
総
会
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導

者
研
修
会（
研
修
会
は
県
教
委
と
共
催
）

　

期
日　

５
月
25
日
（
金
）

　

会
場　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

●
東
海
地
区
高
Ｐ
連
愛
知
大
会

　

期
日　

６
月
22
日
（
金
）

　

会
場　

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

●
全
国
高
Ｐ
連
第
68
回
大
会（
佐
賀
大
会
）

　

期
日　

８
月
20
日
（
月
）・
21
日
（
火
）

　

会
場　

佐
賀
県
総
合
体
育
館
他

●
地
区
別
研
修
会

　

  

県
内
５
地
区
（
名
瀬
・
西
三
・
東
三
・

尾
張
・
知
多
）
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

●
見
舞
金
の
支
給
対
象

○  

児
童
生
徒
の
学
校
管
理
下
に
お
け
る

災
害

○  

保
護
者
及
び
児
童
生
徒
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
中
に
お
け
る
災
害

●
支
給
要
件

○  

児
童
生
徒
が
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
に
、
保
護
者
が
愛
知
県
高
Ｐ

連
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

○  

高
校
在
学
中
及
び
高
Ｐ
連
に
加
入
し

て
い
る
間
に
発
生
し
た
災
害
で
あ
る

こ
と
。

●
支
給
対
象
外

　

  

故
意
、
第
三
者
か
ら
の
加
害
事
故
の

場
合
な
ど
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

●
申
請
手
続
き

　

  

学
校
が
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
支
払
い
決
定
を
受
け
て
申
請

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

●  

児
童
生
徒
の
学
校
管
理
下
に
お
け
る

災
害
に
対
す
る
見
舞
金
の
額

○  

死
亡
見
舞
金　
　
　
　

500
万
円

　
（
登
下
校
中
は
250
万
円
）

○  

障
害
見
舞
金

　

  

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
障
害

見
舞
金
の
20
％
の
金
額

○  

治
療
見
舞
金

　

  

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
申

請
し
た
医
療
費
総
額
（
給
付
金
請
求

額
合
計
）
が
月
額
７
万
５
千
円
以
上

の
場
合
、
そ
の
８
％
の
金
額
（
千
円

未
満
切
捨
て
）

　

  （
注
）
た
だ
し
、
医
療
費
総
額
が
26

万
７
千
円
以
上
の
場
合
に
は
、
高
額

療
養
費
制
度
に
関
す
る
計
算
方
法
に

よ
り
ま
す
。

○  

香
料（
管
理
下
外
で
も
支
給
）５
万
円

○  

供
花
料
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
供
花
料
の
支
払
が
あ
っ
た

場
合
）
５
万
円

●  

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
に
お
け
る
保
護
者
・

児
童
生
徒
の
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

○  

死
亡
見
舞
金　
　
　
　

300
万
円

　

  （
児
童
生
徒
の
自
宅
と
会
場
の
途
上

で
の
災
害
に
よ
る
場
合
は
半
額
）

○  

治
療
見
舞
金

　

入
院
８
日
〜
30
日　

10
万
円

　

入
院
31
日
以
上　
　

20
万
円

●
掛
金

○  

掛
金
は
不
要
で
す
。
平
成
18
年
度
ま

で
存
続
し
た
愛
知
県
立
学
校
安
全
互

助
会
の
積
立
金
が
愛
知
県
高
Ｐ
連
に

移
管
さ
れ
、
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
の
性
格
と
加
入
生
徒
数

　

  

全
国
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
賠
償
責
任

保
険
で
す
。

　

  

愛
知
県
高
Ｐ
連
に
加
盟
す
る
学
校
の

児
童
生
徒
の
75
％
に
当
た
る
９
万
９

千
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

●
補
償
の
対
象

　

  

日
本
国
内
に
お
け
る
高
校
生
の
生
活

全
般
に
起
因
す
る
賠
償
責
任
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
遂
行
に
起
因
す
る
賠
償
責
任

を
24
時
間
補
償
し
ま
す
。

●
掛
金
と
加
入
手
続
き

　

  

年
間
１
人
当
り
400
円
。
各
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
単
位
で
団
体
加
入
し
ま
す
。

●
事
故
の
報
告

　

  

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
生
徒
・

保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
の
性
格

○  

愛
知
県
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
団
体
保

険
で
す
。

○  

生
徒
個
人
が
入
学
時
に
任
意
で
加
入

し
ま
す
。

○  

「
自
転
車
総
合
保
険
」
と
「
こ
ど
も

総
合
保
険
」
を
合
わ
せ
、
生
徒
の
傷

害
と
賠
償
責
任
に
つ
い
て
24
時
間
補

償
し
ま
す
。

○  

補
償
期
間
は
高
校
入
学
時
か
ら
３
年

間
で
す
。

●
加
入
者
数

　

  

毎
年
の
新
入
生
の
加
入
者
は
１
万
３

千
人
を
超
え
、
新
入
生
の
約
32
％
に

相
当
し
ま
す
。

●
団
体
割
引

　

  

団
体
保
険
で
あ
る
た
め
、
個
人
で
契

約
す
る
よ
り
も
保
険
料
が
30
％
割
引

と
な
り
ま
す
。

●
育
英
高
額
プ
ラ
ン
を
設
定

　

  

平
成
27
年
度
入
学
生
か
ら
、
育
英
費

用
に
一
時
金
900
万
円
を
上
乗
せ
す
る

プ
ラ
ン
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

●
加
入
手
続
き

　

  

３
月
下
旬
の
合
格
者
出
校
日
に
各
学

校
に
お
い
て
、
募
集
書
類
を
配
付
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
申
込
書

を
期
限
ま
で
に
郵
送
す
れ
ば
、
入
学

式
の
翌
日
か
ら
補
償
さ
れ
ま
す
。

●
事
故
の
報
告

　

  

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
で
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

愛
知
県
高
Ｐ
連
見
舞
金
支
給
制
度

全
国
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度

愛
知
県
高
Ｐ
連
高
校
生
総
合
保
障
制
度

平
成
30
年
度
の
主
要
行
事
予
定

年 　会 　費

高等学校

全
　
　
日
　
　
制

150

定
　
時
・
通
　
信

100

専
　
　
攻
　
　
科

150

特別支援
学校

高
等
部
・
専
攻
科

100

幼
・
小
・
中
学
部

50

■ワンクリック請求・不当請求
　無料だと思ってアクセスしたサイトで、「18歳以
上」をクリックすると、突然登録となり、高額な請
求を受ける「ワンクリック請求」や、公的機関や大
手通販サイトと似た名称をかたり、身に覚えのない
サイト利用料の請求メールが送りつけられる「不当
請求」のトラブルが多く見られます。
　このようなトラブルに遭った場合、相手方の指定
した連絡先には決して連絡しないようにしましょう。連絡すると個人情報を聞
き出され、次々と請求を受ける可能性があります。
　また、慌てて連絡してしまった場合でも、請求されるまま支払わないように
しましょう。
■インターネット通販
　「お試し価格に惹かれてダイエットサプリを注文したが、後から定期購入が条
件だと分かった。解約したい。」というようなトラブルが目立っています。
　通信販売はクーリング・オフ制度の適用がありません。購入前には、購入や
解約の条件、返品特約を十分確認しましょう。
※定期購入契約の場合、通信販売の広告やサイトの申込み・確認画面上に、定
期購入契約である旨及び金額（支払代金の総額等）、契約期間その他の販売条
件を表示することが義務づけられています。
■困ったときの相談先は
　不安に思ったり、トラブルに遭った場合は、消費生活相談窓口に御相談くだ
さい。
【消費者ホットライン　１８８（いやや！）】
（最寄りの消費生活相談窓口につながります。）
【愛知県消費生活総合センター　０５２  ‒９６２  ‒０９９９】
■もっと詳しく学ぶには
　愛知県では、「あいち暮らしＷＥＢ」やメールマガジン
などで最新の消費者トラブル事例を紹介しています。
　また、「あいち暮らしＷＥＢ」では、消費生活に役立つ
情報や学習コンテンツを提供しています。是非、御活用
ください。

　未成年者のインターネット関連トラブルが依然多く
発生しています。日頃から安全な利用方法やルールに
ついて家庭内で話し合い、フィルタリング機能を活用
するなどトラブルを未然に防ぎましょう。

愛知県県民生活課
（愛知県消費生活総合センター）

インターネット
トラブルに
注意しよう！

あいち暮らしWEB 検索
【あいち暮らしWEB
キャラクター ピッピ】

メールマガジンの
登録はこちらから!


